
［成果情報名］ 営農型太陽光発電におけるブルーベリー栽培の実証

［要 約］ 遮光率（パネル等面積比率）20～36%の発電設備下で、ブルーベリーの収

量は慣行の 8 割以上を維持できる。
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［背景・ねらい］

営農型太陽光発電においては、農業と発電事業が両立できる利点があるが、太陽光

パネルの下での栽培については知見に乏しい。特に果樹では実施事例が少なく、慣行

の 8 割以上の収量を確保できるか明らかでない。そこで、比較的耐陰性があり、設備

下での栽培適性があると期待されるブルーベリーを対象に、栽培試験を行った。

［成果の内容・特徴］

１ 遮光率（パネル＋架部材面積/設置面積×100）35.6%の果樹研究センター内設備で、

光合成に有効な波長を計測した PPFD（光量子束密度）の日平均は、7～9 月の期間に

対照区の約 40～60％程度となる。遮光率 22、31%の磐田現地圃場では、地点によって

約 60％～100％となる。

２ 発電設備下で、品種‘ペンダー’、‘ブライトウェル’、‘バルドウィン’、加えて

‘クライマックス’で収量の低下および果実品質の低下はみられない（表１、２）。

３ 発電設備下では、開花がやや遅れる傾向があり、また累積収量の割合がやや低く推移

し、収穫が数日遅れる傾向がある（図２）。

［成果の活用面・留意点］

１ 本成果で調査した太陽光発電設備の仕様について、果樹研究センター圃場は、パネル

高さ 3m、支柱間隔 4m、遮光率（（パネル＋架部材面積）/設置面積×100）35.6％で

ある。磐田市現地圃場はビニールハウス屋根上に架台とパネルが設置されており、ハ

ウス上部及び側面はビニール資材により被覆されている。パネル高さ 3m、遮光率

21.7％と 31.4％である（図１）。

２ 本成果のブルーベリーは 4/2 から設備下に配置したため、冬季に発電設備が及ぼす影

響については検討を要する。

３ 設備の設計にあたっては、設備の支柱間隔や軒高を、作業の妨げにならないよう配慮

する。
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表 1 太陽光発電設備が収量と果実品質に及ぼす影響（果樹研究センター圃場）

表２ 太陽光発電設備が収量と果実品質に及ぼす影響
（磐田現地圃場、品種‘クライマックス’）

図１ （左）果樹研究センター設備（静岡市清水区）（右）磐田現地設備（磐田市下万能）

図２ 遮光率の異なる区における

累積収量割合の推移

(磐田現地圃場)


